
 

平成２５年９月 秋雨前線豪雨による 
令和６年５月２４日  

松山河川国道事務所  

愛媛県中予地方局建設部 

石手川の避難の判断となる基準水位を変更します 

～新たな基準水位は、令和６年５月２８日から運用開始～ 

令和５年６月３０日から７月１日かけて梅雨前線による大雨が降り、石手川湯
ゆ

渡
わたり

基準地点

では観測史上最高の水位を観測しました。この出水は水位の上昇速度が早かったことを踏

まえ、安全に避難する時間を再検討した結果、避難判断水位を５．５０ｍから５．３０ｍ

まで引き下げます。今後は、新たな水位を基に愛媛県と共同で水位到達情報を発表します。 

 

■石手川（湯渡基準地点） 

【現行】            【運用開始(R6.5.28～)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No.1 南海トラフ地震を始めとする 

大規模自然災害等への｢支国｣防災力向上プロジェクト】に該当します。 

 

四国地方整備局 松山河川国道事務所 

  副所長（河川）：酒巻
さかまき

 政夫
ま さ お

（内線：204） 

◎ 工務第一課長 ：山崎
やまさき

 元司
も と し

（内線：311） 

  代表  ０８９－９７２－００３４ 

  直通  ０８９－９７２－０２０６ 

  ＦＡＸ ０８９－９７２－８１０５ 

愛媛県 中予地方局 建設部 

  部 長 ：坂井
さ か い

 克巳
か つ み

 （内線：411） 

◎ 河川砂防課長 ：鈴木
す ず き

 俊
とし

博
ひろ

 （内線：311） 

  直通  ０８９－９０９－８７７４ 

  ＦＡＸ ０８９－９２１－４９９０ 

 

◎：主な問い合わせ先 

 

避難判断水位 

5.50m→5.30m 



 

  （参考） 

重信川水系石手川 湯渡基準地点の避難判断水位の見直しについて 

■湯渡水位観測所 受け持ち区間 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この地図は国土地理院図（電子国土 Web）に加筆したものである。 

 

■ 湯渡基準地点の過去最高水位 

 

■石手川の避難判断水位の算出にあたり 

 

 

【現行】0.35cm/1h 上昇        【検証結果】0.73cm/1h 上昇 

 

 

 

R5.7.1 洪水の水位上昇速度が(0.73cm/h)となり、H13.6.20 洪水の現行値(0.35cm/h)

を上回ったことから、避難判断水位が安全側となる見直しを行った。 


